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　非アルコール性脂肪性肝疾患（nonalcoholic	 fatty	 liver	disease;	NAFLD）は、冠動脈疾患イベント
の危険因子である。本研究では、冠動脈CT所見（有意狭窄・ハイリスクプラーク）とNAFLDの有無
を組み合わせることで、将来の冠動脈疾患イベントの予測能が向上するかを検討した。
　冠動脈CTを撮像した安定型狭心症患者1148例を対象に、CT撮像後４年の予後追跡調査を行った。
NAFLDは冠動脈CT所見とフラミンガムリスクスコアで調整後も、冠動脈疾患イベントの有意な危険
因子であった。さらに、フラミンガムリスクスコアと冠動脈CT所見にNAFLD有無の情報を追加する
と、予後予測能の改善を認めた。また、NAFLDの多いメタボリックシンドロームや糖尿病患者に限
定した解析においても、同様の結果であった。
　以上より、安定型狭心症患者においてNAFLDは冠動脈疾患イベントの有意な危険因子であり、冠
動脈CTの際にNAFLDの有無を同時評価することは、ハイリスク患者の同定に有用であることが明ら
かとなった。
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